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1. 平成31年3月期第3四半期の連結業績（平成30年4月1日～平成30年12月31日）

※潜在株式調整後1株当たり四半期純利益については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

(2) 連結財政状態

※「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年2月16日）等を第1四半期連結会計期間の期首から適用しており、前連結会計
年度に係る財政状態について当該会計基準等を遡って適用した後の数値となっております。

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

31年3月期第3四半期 25,677 △5.7 1,284 △29.6 1,391 △23.7 831 △35.3
30年3月期第3四半期 27,232 1.3 1,823 △20.5 1,823 △23.3 1,284 △23.9

（注）包括利益 31年3月期第3四半期 674百万円 （△60.4％） 30年3月期第3四半期 1,702百万円 （△8.2％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

31年3月期第3四半期 231.20 ―
30年3月期第3四半期 346.70 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

31年3月期第3四半期 47,663 17,800 37.3 4,946.15
30年3月期 46,698 17,487 37.4 4,859.86
（参考）自己資本 31年3月期第3四半期 17,782百万円 30年3月期 17,474百万円

2. 配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

30年3月期 ― 0.00 ― 100.00 100.00
31年3月期 ― 0.00 ―
31年3月期（予想） 75.00 75.00

3. 平成31年3月期の連結業績予想（平成30年4月1日～平成31年3月31日）
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 34,500 △2.4 1,100 △40.5 1,000 △41.0 500 △56.9 139.06



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

(4) 発行済株式数（普通株式）

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
（将来に関する記述等についてのご注意）

上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、当社としてその実現を約束する趣旨のものではありません。実際
の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。

なお、上記業績予想に関する事項は、【添付資料】P.3「連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。

（四半期決算補足説明資料の入手方法）
四半期決算補足説明資料は、四半期決算短信開示後速やかに当社ホームページに掲載いたします。

※ 注記事項

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 31年3月期3Q 4,261,420 株 30年3月期 4,261,420 株
② 期末自己株式数 31年3月期3Q 666,122 株 30年3月期 665,831 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 31年3月期3Q 3,595,412 株 30年3月期3Q 3,706,367 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

(１) 経営成績に関する説明 

当第 3四半期連結累計期間におけるわが国経済は、第 2四半期までの自然災害の影響が収束に向かう

中で、引き続き良好な雇用・所得環境を背景に個人消費が底堅く推移したことや、企業の設備投資増加

などに支えられ、緩やかな回復が続きました。海外経済についても緩やかな回復が続いておりますが、

米中における貿易摩擦の長期化が、各国の経済成長の減速に波及するリスクが懸念され始めています。 

医薬品業界につきましては、政府が打ち出した「薬価制度の抜本的改革に向けた基本方針」により、

国内での事業環境が厳しいものとなるなか、国内製薬業界としては最大規模となる海外医薬品メーカー

に対する M&A や、企業間での長期収載品の譲渡やジェネリック医薬品事業の売却など、経営環境の変化

に伴う様々な動きが目立ちました。 

当社グループにおいてもこうした環境の変化に対応するため、グループ初の海外投資であるベトナム

工場における日本向け商業生産の開始、AI 創薬ベンチャー「株式会社 MOLCURE」の第三者割当増資引受

けならびに業務提携にむけた協議開始、さらにはフェリング・ファーマ株式会社より経口腸管洗浄剤「ピ

コプレップ®配合内用剤」の製造販売承認を承継する契約を締結し、当社グループとしてはカルバン以

来の新薬の取り扱いが決まるなど、矢継ぎ早に施策を展開してまいりました。また、12 月には 2成分 3 

品目のジェネリック医薬品を発売しております。 

なお、平成 31 年 1 月 22 日に、当社は、炭酸ランタン OD 錠 250 ㎎・500 ㎎「ケミファ」の販売に関し

て独占禁止法違反の疑いがあるとして、公正取引委員会の立ち入り検査を受けました。 

当社は、これまで企業の社会的責任に基づいた事業活動および法令順守の徹底に努めてまいりました

が、今回立ち入り検査を受けた事実を厳粛かつ真摯に受け止め、公正取引委員会の検査に全面的に協力

してまいります。 
 

（医薬品事業） 

ジェネリック医薬品については、薬価改定の影響に加え、先発品からの置換率が上がるにつれ置換え

のスピードが鈍っていることもあり、前年同期比 5.4％の減収となりました。主力品については薬価改

定の影響に加え、ジェネリック医薬品への置換などによる影響から、前年同期比 21.0％の減収となって

おりますが、ジェネリック医薬品、主力品ともにほぼ想定通りの進捗であり、医療用医薬品の売上高は

22,712 百万円となりました。 

これらの結果、医薬品事業全体の売上高は 24,988 百万円（前年同期比 5.9％減）、営業利益は 1,290

百万円（前年同期比 29.5％減）となりました。 

（その他） 

主に受託試験事業、ヘルスケア事業及び不動産賃貸事業である「その他」の事業の業績は、受託試験

事業の厳しい競争環境の中、受注が堅調に推移した結果、売上高は 689 百万円（前年同期比 3.1％増）、

5百万円の営業損失（前年同期は 5百万円の営業損失）とほぼ前年同期並みとなりました。 
 

以上の結果、当第 3四半期連結累計期間の売上高は 25,677 百万円（前年同期比 5.7％減）、営業利益

は 1,284 百万円（前年同期比 29.6％減）、経常利益は 1,391 百万円（前年同期比 23.7％減）、親会社株

主に帰属する四半期純利益は 831 百万円（前年同期比 35.3％減）となりました。 
 

(２) 財政状態に関する説明 

①資産、負債及び純資産の状況 

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第 28 号 平成 30 年 2 月 16 日）等を第 1

四半期連結会計期間の期首から適用しており、各科目について当該会計基準等を遡って適用した後の

数値で前期との比較を行っております。 
 

1)資産 

流動資産は前期末に比べて 1,657 百万円増加し、29,428 百万円となりました。これは、主に現金及

び預金の増加によるものです。 

固定資産は前期末に比べて 692 百万円減少し、18,232 百万円となりました。これは、主に減価償却

費の計上によるものです。 

この結果、総資産は前期末に比べて 964 百万円増加し、47,663 百万円となりました。 

2)負債 

流動負債は前期末に比べて 419 百万円減少し、14,494 百万円となりました。これは、未払費用の減

少などによるものです。 

固定負債は前期末に比べて 1,071 百万円増加し、15,367 百万円となりました。これは、長期借入金

の増加などによるものです。 

この結果、負債合計は前期末に比べて 651 百万円増加し、29,862 百万円となりました。 

3)純資産 

純資産合計は前期末に比べて 312 百万円増加し、17,800 百万円となりました。これは、主に親会社
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株主に帰属する四半期純利益の計上によるものです。 
 

(３) 連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

現時点におきましては、平成 30 年 10 月 31 日に公表した業績予想を変更しておりません。 
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成30年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 7,969 9,113

受取手形及び売掛金 8,438 8,756

電子記録債権 5,101 4,687

商品及び製品 4,164 4,034

仕掛品 783 1,311

原材料及び貯蔵品 1,198 1,230

未収還付法人税等 - 37

その他 116 257

流動資産合計 27,771 29,428

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 6,241 5,958

機械装置及び運搬具（純額） 2,487 2,416

工具、器具及び備品（純額） 376 399

土地 5,064 5,064

リース資産（純額） 274 262

建設仮勘定 105 27

有形固定資産合計 14,549 14,128

無形固定資産

特許権 34 31

リース資産 9 33

ソフトウエア 187 183

電話加入権 20 20

無形固定資産合計 251 268

投資その他の資産

投資有価証券 2,901 2,737

長期貸付金 3 2

長期前払費用 337 342

敷金及び保証金 94 91

繰延税金資産 457 314

その他 391 409

貸倒引当金 △61 △61

投資その他の資産合計 4,124 3,836

固定資産合計 18,925 18,232

繰延資産

社債発行費 1 1

繰延資産合計 1 1

資産合計 46,698 47,663

日本ケミファ㈱（4539）平成31年3月期 第3四半期決算短信

4



(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成30年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,765 2,329

電子記録債務 5,709 5,226

短期借入金 476 720

1年内返済予定の長期借入金 2,455 2,450

リース債務 113 102

未払金 189 34

未払法人税等 276 48

未払消費税等 201 190

未払費用 2,752 2,071

預り金 159 252

返品調整引当金 3 2

販売促進引当金 401 478

その他 409 586

流動負債合計 14,914 14,494

固定負債

社債 200 200

長期借入金 11,546 12,315

リース債務 221 234

役員退職慰労引当金 443 459

退職給付に係る負債 758 619

再評価に係る繰延税金負債 1,115 1,115

その他 9 422

固定負債合計 14,296 15,367

負債合計 29,210 29,862

純資産の部

株主資本

資本金 4,304 4,304

資本剰余金 1,303 1,303

利益剰余金 11,596 12,063

自己株式 △3,185 △3,186

株主資本合計 14,019 14,485

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,150 991

土地再評価差額金 2,513 2,513

為替換算調整勘定 45 △16

退職給付に係る調整累計額 △254 △190

その他の包括利益累計額合計 3,454 3,297

新株予約権 13 17

純資産合計 17,487 17,800

負債純資産合計 46,698 47,663
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第3四半期連結累計期間

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
至 平成30年12月31日)

売上高 27,232 25,677

売上原価 14,889 14,614

売上総利益 12,342 11,063

返品調整引当金繰入額 0 -

返品調整引当金戻入額 - 0

差引売上総利益 12,342 11,064

販売費及び一般管理費 10,518 9,779

営業利益 1,823 1,284

営業外収益

受取利息 0 0

受取配当金 46 48

固定資産賃貸料 4 4

持分法による投資利益 11 17

為替差益 17 99

受取補償金 23 -

保険配当金 2 1

受取設備負担金 - 26

その他 20 20

営業外収益合計 127 220

営業外費用

支払利息 101 97

支払手数料 10 5

その他 16 10

営業外費用合計 127 113

経常利益 1,823 1,391

特別利益

固定資産売却益 80 -

特別利益合計 80 -

特別損失

契約解約損 - 40

特別損失合計 - 40

税金等調整前四半期純利益 1,904 1,351

法人税、住民税及び事業税 536 335

法人税等調整額 82 185

法人税等合計 619 520

四半期純利益 1,284 831

非支配株主に帰属する四半期純利益 - -

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,284 831
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四半期連結包括利益計算書

第3四半期連結累計期間

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
至 平成30年12月31日)

四半期純利益 1,284 831

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 403 △159

為替換算調整勘定 △49 △61

退職給付に係る調整額 64 63

その他の包括利益合計 417 △157

四半期包括利益 1,702 674

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,702 674

非支配株主に係る四半期包括利益 - -
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(３) 四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

該当事項はありません。 

 

（当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動） 
該当事項はありません。 

 

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用） 

該当事項はありません。 

 

（会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示） 

該当事項はありません。 

 

（追加情報） 
（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用） 

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第 28 号 平成 30 年 2 月 16 日）等を第 1
四半期連結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰
延税金負債は固定負債の区分に表示しております。 

 

（セグメント情報等） 

前第 3四半期連結累計期間（自 平成 29 年 4 月 1日 至 平成 29 年 12 月 31 日） 

1)報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 
(単位：百万円) 

 
報告セグメント その他 

(注)1 
合計 調整額 

四半期連結損益

計算書計上額

(注)2 医薬品事業 

売 上 高      
外部顧客に対する売上高 26,564 668 27,232 ― 27,232 

セグメント間の内部売上高又は振替高 5 50 56  △ 56 ― 

計 26,570 718 27,289  △ 56 27,232 

セグメント利益又は損失(△) 1,828  △ 5 1,823 ― 1,823 

(注) 1.「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、安全性試験の受託等、ヘルスケア事業及
び不動産賃貸事業を含んでおります。 

2.セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 
 

当第 3四半期連結累計期間（自 平成 30 年 4 月 1日 至 平成 30 年 12 月 31 日） 

1)報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 
(単位：百万円) 

 
報告セグメント その他 

(注)1 
合計 調整額 

四半期連結損益

計算書計上額

(注)2 医薬品事業 

売 上 高      
外部顧客に対する売上高 24,988 689 25,677 ― 25,677 

セグメント間の内部売上高又は振替高 5 165 171  △ 171 ― 

計 24,994 854 25,849  △ 171 25,677 

セグメント利益又は損失(△) 1,290  △ 5 1,284 ― 1,284 

(注) 1.「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、安全性試験の受託等、ヘルスケア事業及
び不動産賃貸事業を含んでおります。 

2.セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 

 

(４) 重要な後発事象 

該当事項はありません。 
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